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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 156,700 153,528 321,213

経常利益 (百万円) 8,227 13,654 26,239

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,387 9,953 18,410

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) △1,614 11,361 20,095

純資産額 (百万円) 194,729 202,762 196,332

総資産額 (百万円) 348,550 356,509 351,452

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 24.92 40.41 72.67

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 24.44 39.61 71.28

自己資本比率 (％) 55.9 56.9 55.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 12,654 13,456 27,920

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,400 △4,637 △3,255

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,333 △5,372 △30,933

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 124,364 122,939 118,755
 

 

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり
四半期純利益

(円) 15.53 23.43
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

    ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における内外経済は、日本や米国では企業収益の改善、良好な雇用環境などを背景に

堅調に推移しました。また、欧州や新興国でも総じて緩やかな回復基調で推移しました。

この環境下、当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,535億円（前年同四半期比2.0％減）となりました。セグ

メント別内訳は、コンシューマが1,306億円（前年同四半期比1.9％減）、システムが190億円（前年同四半期比

0.7％減）、その他が38億円（前年同四半期比12.9％減）となりました。

時計はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ®でスマートフォンと連携する中価格帯の「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」（Ｇ－ＳＴＥＥＬ）「Ｅ

ＤＩＦＩＣＥ」の売上が好調に推移しました。電卓は海外の新入学向け関数電卓が好調に推移しました。

損益につきましては、コンシューマは169億円の営業利益（前年同四半期比1.0％減）となりました。システムは

５億円の営業利益（前年同四半期 営業損失14億円）、その他は２億円の営業利益（前年同四半期比76.8％増）とな

りました。時計は収益性の高い新製品の販売が好調に推移し、高収益性を確保しました。電卓は海外で関数電卓が

好調に推移し収益性を確保しました。システムは構造改革効果により大幅改善しました。また、経常利益は136億円

（前年同四半期比66.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は99億円（前年同四半期比55.8％増）と大幅改

善しました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比41億円増加の1,229億円となり

ました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期比８億円増加の134億円

の収入となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益141億円（前年同四半期 86億円）、減価償却費42億

円（前年同四半期 45億円）、為替差益２億円（前年同四半期は為替差損18億円）、運転資金（売上債権、たな卸資

産、仕入債務）の減少額２億円（前年同四半期 41億円）、法人税等の支払額14億円（前年同四半期 41億円）であ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期と比べて22億円支出が

増加し、46億円の支出となりました。主な内訳は、固定資産の取得による支出58億円（前年同四半期 41億円）、有

形固定資産の売却による収入６億円（前年同四半期 13億円）、投資有価証券の取得及び売却・償還による純収入13

億円（前年同四半期 ４億円）であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期と比べて９億円支出が

減少し、53億円の支出となりました。主な内訳は、配当金の支払額49億円（前年同四半期 57億円）であります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が対処すべき課題について、重要

な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は3,554百万円であります。

主な成果は次のとおりであります。

◎　立体図形を簡単に描画・解析できるカラーグラフ関数電卓

立体図形への理解を深めるのに役立つ３Ｄグラフ機能を搭載したカラーグラフ関数電卓「ｆｘ－ＣＧ５０」を

開発しました。３Ｄグラフを簡単に描けるよう、“テンプレートによる描画”と“回転体グラフ描画”機能を業

界で初めて搭載。描いた３Ｄグラフは、さまざまな方法で解析できます。

◎　カーレースの醍醐味をデザインと機能で表現した高機能ウオッチ

カーレースの緊張感や臨場感をデザインと機能で表現した高機能ウオッチ「ＥＱＢ－８００」を開発しまし

た。12時側のインダイアルには、日本のプロレーシングチームのアドバイスを受け、目標タイムに対するラップ

タイムの差を直感的に把握できるターゲットタイムインジケーター機能を搭載しました。もちろん、スマート

フォンを介してタイムサーバーに接続することで、世界中どこでも正確な時刻を取得し、更にサマータイムやタ

イムゾーンの情報を自動更新できます。

◎　大型のディスク針を採用したクロノグラフタイプの耐衝撃ウオッチ

クロノグラフを採用した耐衝撃ウオッチ「ＧＳＴ－Ｂ１００」を開発しました。９時位置に配置したディスク

針は、ジェット機エンジンの重厚なブレードをモチーフにデザイン。針が回転することで、ストップウオッチの

経過時間やアラームのＯＮ／ＯＦＦ表示、バッテリーレベルなどを色の変化により分かりやすく表現します。ス

マートフォンを介してタイムサーバーに接続し、世界中どこでも正確な時刻を取得できるとともに、サマータイ

ムやタイムゾーンの情報を自動で更新することが可能です。

◎　きらびやかな都会の夜をイメージした高機能メタルウオッチ

スマートフォンとの連携に加えて標準電波とＧＰＳ衛星電波の受信による３つの時刻取得システムを搭載した

高機能メタルウオッチ「ＯＣＷ－Ｇ２０００」を開発しました。ベゼルは、サファイアガラスリングの裏側にブ

ルー蒸着を施し、透明感のある深いブルーを実現、外周には12面カットのチタンを用いて、ブルーの美しさを一

層際立たせ、洗練された都会の夜の雰囲気を表現しました。

◎　音の響きと広がりが心地よいスタイリッシュなデジタルピアノ

グランドピアノの発音から消音に至るまでの音色変化をより自然に表現できるデジタルピアノ「ＰＸ－８７

０」を開発しました。弾いた鍵盤による共鳴音の違いを表現する「ストリングレゾナンス」も表現に磨きをか

け、より純度の高い響きを追求しました。さらに、音の通り道となるスリットを譜面立ての後方に配置した「天

板スリット構造」を採用。楽器内部に反射音がこもらずに、音の広がりを感じながら演奏できます。

◎　耐衝撃・防水・防塵・耐低温のタフカメラ

４ｍ落下耐衝撃性能、50ｍ防水性能、ＩＰ６Ｘの防塵性能、－10℃の耐低温性能を備えたタフカメラ「ＧＺＥ

－１」を開発しました。タフネス性能と超広角レンズにより、ダンスやＢＭＸ、スケートボード、スノーボー

ド、サーフィンなど、様々なエクストリームスポーツにおいて広々とした背景で臨場感のある写真が撮影できま

す。
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(5) 主要な設備

設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末に計画していた当連結会計年度の設備投資計画(新設・補充)について、当第２四半期連結会

計期間末現在、次のとおり変更しております。

 

セグメントの名称
投資予定額
(百万円)

設備等の主な内容・目的

コンシューマ 7,000
新機種生産設備及び生産性向上・要素技術開発強化のための時計新工
場建設等

システム 600 新機種生産設備及び開発体制の強化のための設備等

その他 200 新機種生産設備及び生産性向上のための設備等

全社 200 新技術開発・生産技術・基礎研究設備、情報技術関連設備等

合計 8,000 ―
 

(注)　１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　設備投資計画に係る今後の主要資金については、主として、自己資金をもって充当する予定です。

３　経常的な設備の更新のための除売却を除き、重要な設備の除売却の計画はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 471,693,000

計 471,693,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 259,020,914 259,020,914 東京証券取引所（市場第一部）
単元株式数は100株
であります。

計 259,020,914 259,020,914 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 259,020 ― 48,592 ― 64,565
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１－８－11 42,532 16.42

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２－11－３ 25,864 9.99

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 12,985 5.01

有限会社カシオブロス 東京都渋谷区本町１－６－２ 10,000 3.86

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 6,215 2.40

資産管理サービス信託銀行株式
会社

東京都中央区晴海１－８－12 5,633 2.18

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 4,097 1.58

公益財団法人カシオ科学振興財
団　　

東京都渋谷区本町１－６－２ 3,350 1.29

STATE STREET BANK WEST CLIENT
- TREATY 505234（常任代理人
株式会社みずほ銀行決済営業
部）

1776 HERITAGE DRIVE, NORTH QUINCY, MA
02171, U.S.A（東京都港区港南２－15－１）

3,293 1.27

樫尾隆司 東京都世田谷区 3,282 1.27

計 ― 117,255 45.27
 

(注) １　上記の信託銀行所有株式には、信託業務に係る株式が次のとおり含まれております。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 42,532千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 25,864千株

資産管理サービス信託銀行株式会社 5,633千株
 

２　上記のほか、当社所有の自己株式12,694千株(4.90％)があります。

３　株式会社三井住友銀行は上記のほか、当社株式6,365千株(2.46％)を退職給付信託に拠出しており、議決権

行使については同行が指図権を留保しております。なお、当該株式数は日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社の所有株式数に含まれております。

４　平成29年８月18日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、野村證券株式会社

ほか１社が平成29年８月15日現在、16,912千株(6.53％)を保有している旨、平成29年９月４日付で公衆の縦

覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行ほか３社が平成29年

８月28日現在、17,445千株(6.74％)を保有している旨、平成29年９月６日付で公衆の縦覧に供されている大

量保有報告書の変更報告書において、三井住友信託銀行株式会社ほか２社が平成29年８月31日現在、15,086

千株(5.82％)を保有している旨が記載されておりますが、当社として当第２四半期会計期間末現在における

実質所有株式数の確認ができないため、上記「大株主の状況」では考慮しておりません。

EDINET提出書類

カシオ計算機株式会社(E01935)

四半期報告書

 7/22



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式    12,694,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   246,058,500 2,460,585 ―

単元未満株式 普通株式　　   268,414 ―
１単元(100株)
未満の株式

発行済株式総数 259,020,914 ― ―

総株主の議決権 ― 2,460,585 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権

21個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カシオ計算機株式会社

東京都渋谷区本町
１－６－２

12,694,000 ― 12,694,000 4.90

計 ― 12,694,000 ― 12,694,000 4.90
 

(注)　このほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権10個)あ

ります。なお、当該株式数は「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれておりま

す。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

カシオ計算機株式会社(E01935)

四半期報告書

 8/22



第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 55,197 63,691

  受取手形及び売掛金 47,725 44,716

  有価証券 43,920 40,500

  製品 38,352 41,082

  仕掛品 5,606 4,767

  原材料及び貯蔵品 8,300 7,899

  その他 34,895 35,681

  貸倒引当金 △548 △571

  流動資産合計 233,447 237,765

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 34,090 33,567

   その他（純額） 22,701 24,204

   有形固定資産合計 56,791 57,771

  無形固定資産 6,784 7,023

  投資その他の資産   

   投資有価証券 35,153 35,208

   退職給付に係る資産 13,122 13,616

   その他 6,222 5,195

   貸倒引当金 △67 △69

   投資その他の資産合計 54,430 53,950

  固定資産合計 118,005 118,744

 資産合計 351,452 356,509
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 31,751 29,061

  短期借入金 155 150

  1年内返済予定の長期借入金 2,000 2,000

  未払法人税等 2,593 3,594

  製品保証引当金 772 779

  事業構造改善引当金 631 594

  その他 37,593 39,301

  流動負債合計 75,495 75,479

 固定負債   

  新株予約権付社債 10,023 10,018

  長期借入金 61,000 61,000

  事業構造改善引当金 784 784

  退職給付に係る負債 491 399

  その他 7,327 6,067

  固定負債合計 79,625 78,268

 負債合計 155,120 153,747

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 48,592 48,592

  資本剰余金 65,058 65,058

  利益剰余金 92,228 97,254

  自己株式 △19,942 △19,946

  株主資本合計 185,936 190,958

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,138 9,575

  為替換算調整勘定 △3,573 △2,202

  退職給付に係る調整累計額 4,831 4,431

  その他の包括利益累計額合計 10,396 11,804

 純資産合計 196,332 202,762

負債純資産合計 351,452 356,509
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 156,700 153,528

売上原価 92,348 87,033

売上総利益 64,352 66,495

販売費及び一般管理費   

 給料手当及び賞与 16,795 17,090

 その他 34,077 34,766

 販売費及び一般管理費合計 50,872 51,856

営業利益 13,480 14,639

営業外収益   

 受取利息 207 214

 受取配当金 205 223

 その他 119 193

 営業外収益合計 531 630

営業外費用   

 為替差損 5,453 992

 その他 331 623

 営業外費用合計 5,784 1,615

経常利益 8,227 13,654

特別利益   

 固定資産売却益 398 90

 投資有価証券売却益 73 417

 特別利益合計 471 507

特別損失   

 固定資産除却損 67 31

 減損損失 19 －

 特別損失合計 86 31

税金等調整前四半期純利益 8,612 14,130

法人税等 2,225 4,177

四半期純利益 6,387 9,953

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,387 9,953
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 6,387 9,953

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △725 437

 為替換算調整勘定 △7,166 1,371

 退職給付に係る調整額 △110 △400

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

 その他の包括利益合計 △8,001 1,408

四半期包括利益 △1,614 11,361

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,614 11,361

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 8,612 14,130

 減価償却費 4,518 4,200

 減損損失 19 -

 固定資産除売却損益（△は益） △331 △59

 投資有価証券売却損益（△は益） △73 △417

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △133 △105

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △408 △493

 受取利息及び受取配当金 △412 △437

 支払利息 170 144

 為替差損益（△は益） 1,869 △207

 売上債権の増減額（△は増加） 3,958 3,701

 たな卸資産の増減額（△は増加） 4,964 △842

 仕入債務の増減額（△は減少） △4,797 △2,638

 その他 △1,475 △2,470

 小計 16,481 14,507

 利息及び配当金の受取額 472 521

 利息の支払額 △173 △147

 法人税等の支払額 △4,126 △1,425

 営業活動によるキャッシュ・フロー 12,654 13,456

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △563 △1,088

 定期預金の払戻による収入 561 212

 有形固定資産の取得による支出 △2,301 △3,918

 有形固定資産の売却による収入 1,335 623

 無形固定資産の取得による支出 △1,837 △1,970

 投資有価証券の取得による支出 △19 △7

 投資有価証券の売却及び償還による収入 463 1,403

 その他 △39 108

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,400 △4,637

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △102 △5

 自己株式の取得による支出 △2 △4

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △462 △436

 配当金の支払額 △5,767 △4,927

 その他 0 0

 財務活動によるキャッシュ・フロー △6,333 △5,372

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,614 737

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,693 4,184

現金及び現金同等物の期首残高 128,057 118,755

現金及び現金同等物の四半期末残高 124,364 122,939
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 輸出手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

輸出手形割引高 730百万円 969百万円
 

 

２ 当グループ（当社及び連結子会社）は、運転資金の効率的な調達を行うため主要取引金融機関と特定融資枠契約

を締結しております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

特定融資枠契約の総額 57,000百万円 57,000百万円

借入未実行残高 57,000百万円 57,000百万円

契約手数料 45百万円 22百万円
 

(注)　契約手数料は営業外費用の「その他」に含めて表示しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 64,694百万円 63,691百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△330百万円 △1,251百万円

償還期間が３ヶ月以内の債券等 60,000百万円 40,500百万円

現先短期貸付金 ―百万円 19,999百万円

現金及び現金同等物 124,364百万円 122,939百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

１　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 5,767 22.5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月２日
取締役会

普通株式 5,127 20 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 4,927 20 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月30日
取締役会

普通株式 4,927 20 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）
 

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ コンシューマ システム その他 合計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 133,080 19,194 4,426 156,700 ― 156,700

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高

1 15 3,446 3,462 △3,462 ―

計 133,081 19,209 7,872 160,162 △3,462 156,700

セグメント利益
又は損失（△）

17,089 △1,414 164 15,839 △2,359 13,480
 

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,359百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△2,359百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）
 

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ コンシューマ システム その他 合計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 130,612 19,061 3,855 153,528 ― 153,528

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高

― 8 3,880 3,888 △3,888 ―

計 130,612 19,069 7,735 157,416 △3,888 153,528

セグメント利益 16,915 516 290 17,721 △3,082 14,639
 

（注）１　セグメント利益の調整額△3,082百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,082百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部門に係る費用並び

に基礎研究に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

Ⅰ　前連結会計年度末(平成29年３月31日)

　

科目
連結貸借対照表計上額

(百万円)
時価
(百万円)

差額
(百万円)

デリバティブ取引(*) 182 182 ―
 

(*) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

 (注) 金融商品の時価の算定方法

為替予約取引の時価については、先物為替相場によっております。

なお、ヘッジ会計が適用されているもののうち、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされてい

る長期借入金と一体で処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めております。

 
Ⅱ　当第２四半期連結会計期間末(平成29年９月30日)

デリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

　

科目
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

デリバティブ取引(*) (1,061) (1,061) ―
 

(*) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目について

は、( )で示しております。

 (注) 金融商品の時価の算定方法

為替予約取引の時価については、先物為替相場によっております。

なお、ヘッジ会計が適用されているもののうち、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされてい

る長期借入金と一体で処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めております。　
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(デリバティブ取引関係)

Ⅰ　前連結会計年度末(平成29年３月31日)

対象物
の種類

取引の種類
契約額等
（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

通貨
為替予約取引    

　売建 19,812 182 182
 

(注)　１　為替予約取引の時価の算定方法は先物為替相場によっております。

２　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

 
Ⅱ　当第２四半期連結会計期間末(平成29年９月30日)

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 
対象物
の種類

取引の種類
契約額等
（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

通貨
為替予約取引    

　売建 15,423 △1,061 △1,061
 

(注)　１　為替予約取引の時価の算定方法は先物為替相場によっております。

２　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 24円92銭 40円41銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 6,387 9,953

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(百万円)

6,387 9,953

   普通株式の期中平均株式数(千株) 256,332 246,328

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 24円44銭 39円61銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する
   四半期純利益調整額(百万円)

△2 △2

    (うち支払手数料（税額相当額控除後）(百万円)) (1) (1)

    (うちその他（税額相当額控除後）(百万円))
   （注）

(△3) (△3)

   普通株式増加数(千株) 4,874 4,874

    (うち新株予約権付社債(千株)) (4,874) (4,874)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 新株予約権付社債を額面金額よりも高い価額で発行したことによる当該差額に係る当期償却額（税額相当　　

額控除後）であります。

 
 
２ 【その他】

第62期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当について、平成29年10月30日開催の取締役会にお

いて、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                  　           4,927百万円

②　１株当たりの金額      　                　   20円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成29年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月14日
カシオ計算機株式会社
取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士　　宍戸　通孝　　㊞

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士　　宮原　さつき　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 

 公認会計士　　柴田　叙男　　㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るカシオ計算機株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４
月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カシオ計算機株式会社及び連結子
会社の平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成
績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい
て認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以  上
　

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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